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昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
一
色
の一
年
で
し
た
。
第
５
波
で
は
今
ま
で
に
な

い
勢
い
で
感
染
者
が
増
加
、
医
療
体
制
の
ひ
っ
迫
が
続

く
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
いっ
た
時
、私
た
ち
の
心

を
支
え
て
く
れ
た
も
の
は
、
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
２
０
２
１

で
活
躍
し
た
日
本
選
手
た
ち
の
姿
で
あ
り
、
美
術
や
演

劇
、
音
楽
の
観
賞
も
そ
の一つ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
ス
ポ
ー

ツ
や
芸
術
が
、
私
た
ち
の
心
を
支
え
る
大
切
な
も
の

だ
っ
た
こ
と
を
再
認
識
し
た一年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

新
春
号
の
表
紙
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍

し
た
愛
媛
の
神
官
、三
輪
田
米
山
の
書
で
染
め
ら
れ
た

幟
で
す
。
昨
年
は
米
山
生
誕
２
０
０
年
。
県
立
美
術
館

や
坂
の
上
の
雲
ミ
ュー
ジ
ア
ム
で
企
画
展
が
催
さ
れ
、
改

め
て
豪
放
で
自
由
な
米
山
の「
書
」
と
人
物
に
光
が
当

て
ら
れ
ま
し
た
。
幟
は
古
い
幟
か
ら
写
し
と
っ
て
染
め

直
し
た
も
の
や
、石
碑
に
刻
ま
れ
た
米
山
の
文
字
を
写

し
と
っ
て
染
め
た
も
の
も
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
伊
予

の
人
々
は
、
時
代
を
越
え
て
米
山
を
愛
し
て
き
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
正
岡
子
規
が
育
ち
、
子
規
に

続
く
虚
子
や
碧
梧
桐
な
ど
多
く
の
歌
人
、
俳
人
を
生

み
出
し
た
愛
媛
の
土
地
柄
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
の
干
支
は
、「
壬

み
ず
の
え
と
ら

寅
」。「
新
し
く
立
ち
上
が
る

こ
と
」
を
意
味
す
る
縁
起
の
良
い
干
支
で
す
。
今
年
こ

そ
コ
ロ
ナ
禍
終
息
の
年
で
あ
って
も
ら
い
た
い
と
願
わ
ず

に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

元
日
の　

雪
降
る
城
の　

景
色
か
な河

東
碧
梧
桐

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

県美術館入口の南面に展示された米山の幟
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第
３
７
７
回
定
例
県
議
会
が
、
11
月
26

日
か
ら
12
月
14
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
議
会
で
は
、
情

報
通
信
技
術
（
I
C
T
）・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
の一環
と
し
て
初
め
て
議
場
で
公
用
パソ
コ

ン
を
使
用
し
ま
し
た
。
な
お
、
県
人
事
委

員
会
勧
告
を
受
け
、
職
員
の
期
末
手
当
の

年
間
支
給
率
を
引
き
下
げ
る
条
例
改
正

案
の
審
議
を
26
日
に
先
行
し
て
行
い
、
本

会
議
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
対
策
の
追
加
補
正
予
算
（
33
億
９
，

１
４
９
万
円
）
が
最
終
日
に
追
加
上
程
さ

れ
委
員
会
審
議
を
経
て
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

可
決
さ
れ
た
議
案
は
19
件
。
内
訳
は
条

例
改
正
４
、
補
正
予
算
５
、
そ
の
他
９
、

決
議
１
で
す
。
ま
た
、
継
続

審
査
と
な
って
い
た
令
和
２
年

度
決
算
４
件
を
認
定
。
自
動

車
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠

償
額
を
決
定
し
た
専
決
処
分

の
報
告
（
２
件
）
が
あ
り
ま

し
た
。
議
決
さ
れ
た
議
案
の

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
核
兵
器
禁
止
条
約

の
署
名
・
批
准
を
政
府
に
求

め
る
請
願
な
ど
５
件
の
請
願

を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

1 

補
正
予
算

　

補
正
予
算
は
、
最
終
日

に
追
加
上
程
さ
れ
た
分
も

合
わ
せ
て
一
般
会
計
63
億
７
，

７
５
３
万
円
の
増
額
と
、
企
業
会
計
（
３

会
計
合
わ
せ
て
）
２
億
４
３
９
万
円
の
減

額
補
正
で
す
。
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
基

づ
く
職
員
と
特
別
職
の
給
与
改
定
に
よ
る

14
億
７
，
８
２
２
万
円
の
減
額
予
算
を
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
予
算

は
、累
計
２
，０
７
８
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
細
を
表
１
、２
に
ま
と
め
ま
し
た
。

愛
媛
県
議
会
定
例
会（
令
和
３
年
12
月
）の
概
要

12 月定例議会の議場に持ち込まれた公用パソコン

【表1】 12⽉補正予算の概要

新型コロナウイルス感染症への対応　【この冬を乗り越えるための応援策】 41億4,870万円
（1）⼈流回復に向けた事業者等への⽀援 27億2,868万円

◎ 繁華街・歓楽街の安全対策のための機器整備 1,374万円
◎ 輸送収⼊の減少した公共交通事業者への運⾏継続に対する⽀援 5億4,410万円
◎ 本県のデジタル技術の実装に向けた高速無線通信網の電波環境調査 330万円

など
（2）医療提供体制等の充実 14億2,002万円

重点医療機関における感染症患者の受⼊病床の追加確保 9億8,157万円
◎ 私⽴学校が⾏う感染防止対策等への⽀援 2億4,099万円

など
新型コロナウイルス感染症関係の追加予算 33億9,149万円

3回目のワクチン接種を⾏う医療機関に対する⽀援（延長分：12/1～3/31） 5億2,918万円
◎ ワクチン・検査パッケージ制度利用等のための無料検査体制の整備 28億6,231万円

えひめの産業の振興と教育環境の充実 1億 1,118万円
豚熱の予防的ワクチンの接種を継続実施するための体制整備 2,988万円
食品産業の輸出促進に向けた機器整備等への⽀援 2,447万円
試験研究機関での研究開発の促進等に資する機器整備 4,632万円

◎ 聴覚障がい児の教育相談に対応するための機器整備 260万円
障がいの状態等に応じた学習環境の充実を図るための機器整備 791万円

◎は新規施策分
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2 
条
例

　

４
件
の
条
例
改
正
の
う
ち
主
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

◆ 

県
人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
く
県
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の一部
改
正

◆ 

え
ひ
め
こ
ど
も
の
城
管
理
条
例
及
び
愛

媛
県
体
験
型
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
管
理

条
例
の一部
改
正

　
「
と
べ
も
り
」
エ
リ
ア
で
の一体
的
な
利
用

促
進
を
図
る
た
め
、
え
ひ
め
こ
ど
も
の
城
の

閉
館
日
を
と
べ
動
物
園
と
同
じ
月
曜
日
に

合
わ
せ
ま
し
た
。

3 

決
議

　

愛
媛
県
議
会
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本

人
拉
致
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た

め
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
を
決
議
し
ま

し
た
。

4 

そ
の
他

①�

令
和
４
年
度
の
宝
く
じ
の
発
売
限
度
額

（
１
３
１
億
８
，
１
０
０
万
円
）
の
決
定

②�

中
予
地
方
局
管
内
の
県
営
住
宅
の
管
理

者
の
指
定

③�

地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
規
定
に
基
づ

き
愛
媛
県
立
医
療
技
術
大
学
の
中
期
目

標
に
つい
て

④�

土
木
建
設
事
業
の
地
元
負
担
額
の
変
更

（
２
件
）

⑤�

県
道
岩
城
弓
削
線
岩
城
橋
工
事
な
ど
３

件
の
工
事
請
負
契
約
の
変
更

⑥�

専
決
処
分
し
た
県
道
松
山
伊
予
線
改
修

工
事
の
境
界
確
定
請
求
控
訴
事
件
に
係

る
判
決
に
対
す
る
上
告
受
理
の
申
立
て

に
つい
て
承
認

【表 2】12 ⽉補正予算　給与改定経費

予算額職員数区 分
一般会計 2万1,485⼈ ▲ 12 億 6,750 万円
一般職員 4,232 ⼈ ▲ 2 億 7,095 万円
警察職員 2,889 ⼈ ▲ 1 億 8,144 万円
学校職員 1 万 1,773 ⼈ ▲ 8 億　 250 万円
会計年度任用職員 2,591 ⼈ ▲ 1,261 万円

企業会計 2,734⼈ ▲ 2 億　 427 万円
一般職員 2,068 ⼈ ▲ 1 億 9,410 万円
会計年度任用職員 666 ⼈ ▲ 1,017 万円

1　一般職  ▲ 14 億 7,177 万円
　 （一般会計▲ 12 億 6,750 万円　企業会計▲ 2 億 427 万円）

2　特別職  ▲ 645 万円（一般会計▲ 633 万円、企業会計▲ 12 万円）

　

愛
媛
県
議
会
で
I
C
T
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
９
月
の
議
会
改
革
検

討
協
議
会
で
I
C
T
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、

中
畑
議
長
に
方
向
を
答
申
。
表
３
の

と
お
り
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
ス
ケ
ジ
ュー

ル
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
、
公
用
パソ
コ
ン
の
活
用

や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つい
て
検
討
し
て

い
ま
し
た
が
、「
紙
」
か
ら
離
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
に

き
て
一
気
に
進
み
そ
う
で
す
。
遅
く

と
も
令
和
５
年
度
中
に
は
委
員
会

で
も
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
と
な
り
ま
す
。
今

回
の
定
例
県
議
会
で
は
、ス
ケ
ジ
ュー

ル
通
り
質
問
要
旨
な
ど
議
場
内
に

配
布
す
る
印
刷
物
は
各
議
員
の
公

用
パソ
コ
ン
に
送
ら
れ
、
全
議
員
が
議

場
に
パソ
コ
ン
を
持
ち
込
み
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
一
人
に
１
台
限
定
で
す

が
個
人
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
議
会
の

W
i
‒
F
i
へ
接
続
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
、私
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
県
議
会
は
、
I
C
T
、
D
X

と
最
も
遠
い
と
こ
ろ
に
い
る
と
思
って

い
ま
し
た
が
、
時
代
の
要
請
で
し
ょ

う
か
。

進
む
愛
媛
県
議
会
の
I
C
T

【表3】議案等のペーパーレス化に向けたスケジュール
年　度 R3 R4　～　R5
実施内容 ～ R3.9 R3.12

議会改革検討
協議会

★ ペーパーレス化の方針を
　協議・決定

本会議

常任委員会
・議案のペーパーレス化試⾏

特別委員会

★ハード・ソフトの方針決定
本会議や委員会での議案PPL化の試行や本格実施の方法等を検討

ハードの見直しの検討（機種、利用方法含む）

ソフト（会議システム）検討（運営方法含む）

パソコン持込・議場内配布物は電子のみ

【常任委員会】議案は紙をベースに適宜電子の試用 紙と電子の併用

【4特別委員会】電子の試用
電子のみ
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伊方町役場前の広場に設けられた会場で、NTTデータ職員の
説明を聞く（右端の後ろ姿）

前列中央に園田直紀海将、後列右端に松下

オール砥部町ロケの映画「未来へのかたち」に
登場する砥部焼の聖火台モニュメントの前で

訓練で使ったドローン

愛媛県原子力防災訓練を視察研修しまし
た。伊方町役場前では、国立研究開発法
人宇宙航空研究開発機構とNTTデータが

開発したシステムで、飛行中の県消防ヘリコプター
から周辺空域を飛行する複数のドローンに信号を飛
ばし待避させ、衝突を回避する訓練を実際に見るこ
とができました。

10/5

愛媛サイクリングの日に合わ
せた砥部町の行事「陶街道
スマイルサイクル2021」に参

加。砥部町伝統産業会館をスタート、坪
内家、衝上断層公園、梅山大登窯、村の
駅と走りました。

11/14

県議会防衛議員連盟に海上自衛隊呉地方総
監・園田海将の表敬訪問があり、同議連の
事務局長として同席しました。

11/30

J
A
え
ひ
め
中
央
堀
江
果
樹
選
果
場
で

県果樹農業振興議員連盟主催の「果樹
を語る会」がありました。JAえひめ中
央堀江果樹選果場で、紅まどんなの選

果作業を視察後、会場を移して意見交換会に出
席。同議連メンバー、県理事者、JA関係者が県
内果樹選果施設の現状と今後の整備等について話
し合いました。

12/3
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㌔
）
」を
始
め
た
そ
う
で
す
が
、
宮
住
氏

は
、
宗
城
の「
健
歩
」か
ら
１
年
遅
れ
て

安
中
藩
が「
遠
足
」を
始
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
宗
城
が
江
戸
城
で「
健
歩
」の
自

慢
話
を
し
、
そ
の
こ
と
を
聞
い
た
安
中

藩
主
が「
遠
足
」を
始
め
た
の
で
は
な
い

か
と
、
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
書
き
ぶ
り

を
し
て
い
ま
す
▼
２
６
２
年
前
に
マ
ラ

ソ
ン
を
し
た
史
実
は
、
宇
和
島
市
だ
け

で
な
く
愛
媛
県
の
誇
り
で
す
。
ま
た
、
鈴

木
選
手
は
、
東
京
五
輪
女
子
マ
ラ
ソ
ン

８
位
入
賞
の
一
山
麻
緒（
い
ち
や
ま�

ま

お
）選
手
と
結
婚
し
て
、
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
夫
婦
で
、
え
ひ
め
マ
ラ
ソ
ン
を

走
る
企
画
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

▼
２
０
２
１
年
２
月
の

び
わ
湖
毎
日
マ
ラ
ソ
ン

で
日
本
選
手
初
の
２
時

間
４
分
台
と
な
る
２
時

間
４
分
56
秒
を
マ
ー
ク
し
た
鈴
木
健け

ん
ご吾

選
手
は
、
本
県
の
宇
和
島
東
高
校
出
身
。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
宇
和

島
市
は
、
日
本
マ
ラ
ソ
ン
発
祥
の
土
地

で
す
。
そ
の
こ
と
を
、
愛
媛
経
済
ジ
ャ
ー

ナ
ル
客
員
論
説
委
員
の
宮
住
氏
が
、

２
０
１
９
年
11
月
24
日
の
日
本
経
済
新

聞
に
発
表
し
て
い
ま
す
▼
記
事
に
よ
る

と
、
家
臣
の
身
上
書「
家
中
由
緒
書
」に

１
７
５
９（
宝
暦
９
）年
９
月
４
日
５
代

宇
和
島
藩
主
・
伊
達
村む

ら

候と
き

が「
遠
走
」の

名
で
、
宇
和
島
城
下
か
ら
上
畑
地
村
ま

で
18
㌔
を
走
ら
せ
、
そ
の
二
日
後
東
多

田
番
所（
西
予
市
）へ
28
㌔
を
遠
走
し
た

記
録
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
８
代
伊
達
宗む

ね

城な
り

の「
藍
山
公
紀
」

に
も
１
８
５
４（
安
政
元
）年
２
月
14
日

に
樫
谷
番
所（
北
宇
和
郡
松
野
町
）往
復

の
47
㌔
で
、「
健
歩
」を
開
い
た
と
の
記

録
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
▼
日
本
の
マ

ラ
ソ
ン
発
祥
地
と
言
え
ば
、
群
馬
県
安

中
市
が
40
年
以
上
前
か
ら
日
本
の
マ
ラ

ソ
ン
発
祥
地
と
し
て「
安
政
遠と

お

足あ
し

侍
マ

ラ
ソ
ン
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
上
州
・

安
中
藩
は
、
１
８
５
５（
安
政
２
）年
５

月
26
日
か
ら
鍛
錬
を
目
的
に「
遠
足（
56

日
雑
日
感

砥部町の駅伝大会（2016年１月）

県内の新型コロナウイルス感染状況　第 5 波と第 4 波の陽性者年代比較

ワクチン接種効果とみられる
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１月３月４月５月６月 ２月

0

20

40

60

80

100
（人）

1/12/13/14/15/16/17/18/19/110/111/1

感染の経緯と対策

感染第３波感染第４波

1/83/23/254/86/16/21

4/254/255/225/22

●
２
月
に
入
っ
て
も
県
内
の
感
染
者
は
、低
い
水
準
で
推
移

● 

２
月
８
日
か
ら
県
民
限
定
の
県
内
宿
泊
旅
行
の
割
引
を
追
加
発
行
。「
G
o 

T
o 

イ
ー
ト
」券

の
新
規
販
売
を
再
開
。地
域
の
消
費
回
復
を
目
指
す
。

３
月
19
日
（
可
決
）　
２
月
定
例
県
議
会

　
　
　
　
令
和
３
年
度
当
初
予
算　
　
う
ち
コ
ロ
ナ
分　
　
　
　
　
　
　
　
６
４
０
億
円

　
　
　
　
令
和
２
年
度
補
正
予
算　
　
う
ち
コ
ロ
ナ
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
50
億
円

● 
３
月
22
日　
松
山
市
内
の
繁
華
街
で
、
巨
大
ク
ラ
ス
タ
ー
確
認
。
県
内
感
染
第
４
波
の
引
き
金
と

な
る
。

３
月
26
日　
令
和
２
年
度　
補
正
予
算
（
専
決
）　　
　
20
億
１
，
５
０
０
円

　
　
　
　

 

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
世
帯
の
資
金
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、

貸
付
金
（
生
活
福
祉
資
金
）
の
原
資
を
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
補
助

● 

４
月
７
日　
全
国
で
一
日
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
３
千
人
を
超
え
る
。
関
西
圏
を
中
心
に
変
異

株
（
ア
ル
フ
ァ
株
）
が
急
速
に
拡
大
し
て
く
る
。

●
４
月
12
日　
全
国
で
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
る
。

４
月
30
日
（
可
決
）　
令
和
３
年
度

補
正
予
算
（
臨
時
議
会
）　
48
億
４
，
１
７
０
万
円

　
　
　
　

 

売
上
の
減
少
し
た
事
業
者
に
対
す
る
支
援
［
え
ひ
め
版
応
援
金
］
な
ど
、
事
業

継
続
・
生
活
維
持
支
援
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
医
療
・
検
査
体
制
の
充
実
強
化

５
月
27
日　
令
和
３
年
度　
補
正
予
算（
専
決
）　　
　
11
億
５
，０
１
２
万
円

　
　
　
　

 

高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
７
月
末
完
了
を
見
据
え
て
、医
療
従
事
者
へ
の
支
援
。

営
業
時
間
短
縮
に
応
じ
る
飲
食
店
へ
の
協
力
金
な
ど

● 

大
型
連
休
の
影
響
も
あ
り
、
５
月
下
旬
ま
で
県
内
の
感
染
者
一
日
20
人
前
後
発
生
。
医
療
の

ひ
っ
迫
が
続
く
。

●
６
月
始
め
か
ら
県
内
の
感
染
状
況
は
落
ち
着
い
て
く
る
。社
会
経
済
活
動
を
徐
々
に
再
開
す
る
。

●
６
月
下
旬　
県
内
医
療
従
事
者
等
の
ワ
ク
チ
ン
２
回
接
種
が
完
了
。職
域
接
種
が
は
じ
ま
る
。

●
首
都
圏
を
中
心
に
全
国
的
に
感
染
が
急
拡
大
。１
月
７
日
全
国
で
一
日
７
，５
６
９
人
の
感
染
者

●
１
月
８
日　
国
が「
緊
急
事
態
宣
言
」を
発
令（
３
月
下
旬
ま
で
続
く
）

●
１
月
下
旬　
県
内
の
一
日
に
当
た
り
感
染
者
一
桁
に
減
る
。全
国
で
は
、増
加
傾
向
が
続
く
。

県内１日当たりコロナ陽性者数の推移

国の「まん延防止等重点措置」の適用
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７月９月10月11月12月 ８月
令和３年  新型コロナ

0

20

40

60

80

100
（人）

1/12/13/14/15/16/17/18/19/110/111/1

凡例
（低い）　　　　　　　　　県独自の警戒レベル　　　　　　　　　（高い）

感染縮小期　　感染警戒期　　感染警戒期（特別警戒期間）　　感染対策期

感染第５波

6/227/298/11

8/208/209/129/12

10/110/20

● 

７
月
12
日　
東
京
に
４
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
。

● 

７
月
中
旬
に
松
山
市
内
で
開
催
さ
れ
た
音
楽
ラ
イ
ブ
で
、デ
ル
タ
株
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
。県
内
で
は
初
め
て
の
デ
ル
タ
株
ク
ラ
ス
タ
ー

● 

７
月
末　
全
国
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
74
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
が
ワ
ク
チ
ン
２
回
目
接
種
を

済
ま
せ
る
。

● 

７
月
末　
全
国
で
一
日
１
万
人
を
超
え
る
感
染
者
が
で
る
。デ
ル
タ
株
が
拡
大
し
て
く
る
。

７
月
７
日（
可
決
）　
６
月
定
例
県
議
会　
補
正
予
算

　
　
　
　
コ
ロ
ナ
対
策
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
19
億　
２
９
９
万
円

　
　
　
　
コ
ロ
ナ
対
策
追
加
の
補
正　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
52
億　
　
　
64
万
円

●
９
月
６
日　
県
内
12
歳
以
上（
65
歳
以
上
含
む
）の
ワ
ク
チ
ン
２
回
接
種
、５
割
を
超
え
る
。

●
８
月
19
日　
県
内
で
一
日
の
感
染
者
が
百
人
を
超
え
る
。県
内
の
感
染
第
５
波
の
ピ
ー
ク

●
８
月
20
日　
全
国
で
一
日
２
万
５
千
人
を
超
え
る
感
染
者
が
で
る
。

８
月
23
日　
令
和
３
年
度　
補
正
予
算（
専
決
）　　
　
５
億
３
，９
６
６
万
円

　
　
　
　

 
売
上
の
減
少
し
た
事
業
者
に
対
す
る
支
援［
え
ひ
め
版
応
援
金
］な
ど
、事
業
継

続
・
生
活
維
持
支
援
。ワ
ク
チ
ン
接
種
と
医
療
・
検
査
体
制
の
充
実
強
化

12
月
14
日（
可
決
）　
12
月
定
例
県
議
会　
補
正
予
算

　
　
　
　
コ
ロ
ナ
対
策
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
41
億
４
，８
７
０
万
円

　
　
　
　
コ
ロ
ナ
対
策
追
加
の
補
正　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
33
億
９
，１
４
９
万
円

10
月
６
日（
可
決
）　
９
月
定
例
県
議
会　
補
正
予
算

　
　
　
　
コ
ロ
ナ
対
策
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
６
億
５
，１
１
６
万
円

　
　
　
　
コ
ロ
ナ
対
策
追
加
の
補
正　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
20
億
５
，９
８
１
万
円

●
11
月
上
旬　
３
回
目
接
種
用
ワ
ク
チ
ン（
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
）が
県
内
の
市
町
に
配
布
さ
れ
る
。

● 

11
月
26
日　
W
H
O
が
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
確
認
さ
れ
た
新
変
異
株
を
、最
も
警
戒
レ
ベ
ル
の

高
い
変
異
株
に
指
定
し「
オ
ミ
ク
ロ
ン
」と
命
名
す
る
。

● 

11
月
末　
国
は
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
策
と
し
て
外
国
人
の
入
国
禁
止
措
置（
１
か
月
）に
踏
み
切
る
。

●
11
月
末　
「
G
o 

T
o　
イ
ー
ト
」　
終
了

●
12
月
上
旬　
全
国
で
医
療
関
係
者
等
へ
の
ワ
ク
チ
ン
第
３
回
接
種
始
ま
る
。

国の「まん延防止等重点措置」の適用
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こ
こ
に
紹
介
す
る「
瓢
壺
の
夢
」
は
、
松
山
市
南
久
米

に
あ
る
日
尾
八
幡
神
社
の
神
官
で
、
酒
豪
の
書
家
と
し
て

知
ら
れ
る
三
輪
田
米
山（
常
貞
）を
主
人
公
に
、
幕
末
か

ら
明
治
初
期
の
伊
予
の
国
を
描
い
た
歴
史
小
説
で
す
。

　

物
語
に
は
米
山
の
弟
の
高
房
や
元
網
の
ほ
か
堀
内
匡

平
、
玉
井
春
枝
、
矢
野
玄
道
、
巣
内
式
部
、
原
田
左
之
助

な
ど
伊
予
の
草
莽
の
志
士
が
登
場
し
ま
す
。
彼
ら
は
自
ら

の
志
に
従
っ
て
故
郷
を
飛
び
出
し
、
動
乱
の
幕
末
を
駆
け

抜
け
て
行
き
ま
す
。
米
山
も
尊
王
の
志
か
ら
京
に
の
ぼ
り

ま
す
が
、
政
争
に
翻
弄
さ
れ
た
末
に
弟
の
元
網
が
首
謀
者

と
な
っ
て
引
き
起
こ
し
た「
足
利
三
代
木
像
梟
首
事
件
」

に
連
座
し
て
、
松
山
に
連
れ
戻
さ
れ
「
禁
足
」の
刑
を
受

け
ま
す
。
大
き
く
揺
れ
動
く
時
代
の
中
で
、
歴
史
に
参
画

し
よ
う
と
し
た
米
山
の
夢
は
こ
う
し
て
潰
え
ま
す
。

　

故
郷
に
帰
っ
て
か
ら
の
米
山
は
明
治
13（
１
８
８
０
）年

に
隠
居
。愛
媛
県
中
予
地
方
を
中
心
に
多
く
の
揮
毫
を

残
し
ま
す
。酒
が
入
ら
ぬ
と
良
い
書
は
書
け
ぬ
と
二
、三
升

の
酒
を
浴
び
る
よ
う
に
飲
み
、倒
れ
る
寸
前
ま
で
飲
ん
で

お
も
む
ろ
に
筆
を
取
る
の
が
常
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。逸
話
に
事
欠
か
な
か
っ
た
米
山
で
す
が
、著
者
が
物

語
の
中
心
に
据
え
た
の
は
、京
に
の
ぼ
る
ま
で
の
米
山
と
彼

を
囲
む
伊
予
の
人
々
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
私
が
注
目
す
る
人
物
は
、
大
洲
城
下
阿あ

蔵ぞ
う

八
幡
の
神
主
常と
き
わ
い
い
か
し
ほ
こ

盤
井
厳
戈
で
す
。
厳
戈
は
米
山
が
師
と

仰
ぐ
人
物
で
、
国
学
は
も
と
よ
り
儒
学
、
仏
教
に
も
精
通

し
、
蘭
学
に
も
興
味
を
示
す
才
能
豊
か
な
人
物
で
す
が
、

最
後
ま
で
大
洲
を
離
れ
ず
、
阿
蔵
の
里
で
多
く
の
人
材
を

育
て
ま
す
。
そ
の
中
に
富
岡
鉄
斎
の
妻
と
な
る
伊
予
藩
士

佐
々
木
禎
三
の
三
女
春
子
も
い
ま
し
た
。
こ
の
物
語
で
は
、

春
子
の
存
在
が
後
に
米
山
日
記
が
世
に
出
る
き
っ
か
け
に

な
って
い
ま
す
。

　

余
談
で
す
が
、
著
者
の
高
市
さ
ん
は
米
山
と
同
じ
よ

う
に
父
親
の
後
を
継
い
だ
神
官
で
す
。
出
版
当
時
40
歳

前
後
。
中
央
への
夢
を
胸
中
に
秘
め
て
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
酒
量
は
別
に
し
て
、
著
者
と
米
山
が
ダ
ブって

見
え
ま
し
た
。

◎ 
高
市
俊
次
／
昭
和
23（
１
９
４
８
）年
生
。砥
部
町
麻
生
の
三

島
神
社
宮
司
。元
県
立
高
校
教
諭
。早
稲
田
大
学
教
育
学
部

卒
。昭
和
59（
１
９
８
４
）年「
花
評
者
石
山
」で
歴
史
文
学
賞

受
賞（
新
人
物
往
来
社
主
催
）、平
成
28（
２
０
１
６
）年「
千

年
の
墓
標
」で
60
歳
以
上
の
人
の
作
品
を
対
象
に
し
た
第
３

回
晩
成
文
学
賞
受
賞（
平
凡
社
主
催
）、令
和
元（
２
０
１
９
）

年「
海
ホ
オ
ズ
キ
」で
第
５
回
藤
本
義
一文
学
賞（「
藤
本
義
一の

書
斎
」な
ど
主
催
）の
最
優
秀
賞
受
賞
。ペ
ン
ネ
ー
ム・三
島
麻

緒
と
し
て
現
在
も
執
筆
活
動
を
続
け
て
い
る
。

瓢
ひょう

壺
こ

の夢
著者：高市 俊次　出版：新人物往来社

昭和62（1987）年に新人物往来社から
刊行された「瓢壺の夢」
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